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４．林業事業体等へのサポート体制の整備 

4.1 林業事業体等へのサポート体制の整備 

4.1.1HPの開設 

「森林整備事業におけるドローン活用に関する研修」の受講希望者に対して適切な情報

の提供および受講申し込みの窓口としてホームページ（以下、本 HP）を開設する。なお、

本 HPは、受講後のサポート窓口も兼ねる。対象者は、森林・林業関係者や自治体を想定し

ている。また、本 HP は、以下の項目によって構成されている。 

 

・本取り組みについて：本事業の概要、目的 

・お知らせ：研修が可能な場所、日程 

・研修概要：研修の概要、期待される効果 

・研修内容：実技研修・座学研修の内容、開催場所 

・よくある質問：受講前および受講後に問い合わせの多かった質問および回答 

・飛行する前に確認すること：飛行申請、ドローン保険、機体のメンテナンス 

・申し込みフォーム：受講希望者から事務局への受講申し込みフォーム 

 

・ＨＰの掲載内容 

よく見られる「研修のポイント」「研修内容」「よくある質問」にすばやくアクセスで

きるボタンを左下部分に配置し、「すでに受講された方へ 飛行する前に確認すること」

を右下に配置した。また、それ以外の項目へのリンクを右上の MENUに配置した。トップペ

ージのキャプチャ画像を図 4.1-1、右上の MENUを開いた状態のキャプチャ画像を図 4.1-2

に示す。 

 

 
図 4.1-1トップページキャプチャ画像 

 

 
図 4.1-2 ページ内リンクの MENUを開いた状態のキャプチャ画像 
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・林業向けリモートセンシング研修とは？ 

本研修の概要および研修で取得可能な技能について簡潔に記載した。記載内容は図 4.1-3 

の通り。 

 

 
図 4.1-3 「林業事業体向けリモートセンシング研修とは？」のキャプチャ画像 

 

・研修のポイント 

研修のメリット、特徴を記載した。記載内容は図 4.1-4 の通り。 

 
図 4.1-4 「研修のポイント」のキャプチャ画像 
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・研修内容 

具体的なカリキュラムの内容やカリキュラムの日程、開催場所について記載した。記載

内容は図 4.1-5の通り。 

 

 
図 4.1-5 「研修内容」のキャプチャ画像 
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・よくある質問 

アンケートや口頭でいただいた質問からよくある質問集を作成し記載した。質問は「受

講前にいただく内容」と「受講後にいただく内容」のカテゴリで分けられ表記している。

また、本項目内で知りたい事が記載されていない場合の導線として問い合わせ連絡先を記

載した。質問や回答の記載内容については表 4.1-1 の通り。 

 

 

 
図 4.1-6 「よくある質問」のキャプチャ画像 

 

表 4.1-1 よくある質問 一覧 

質問 回答 

受講前のよくある質問 

研修当日の持ち物 （１）ヘルメット 

（２）昼食 

（３）iPad（お持ちの方） 

（４）動きやすい靴 

（５）服装 

※必要であればサングラス など 

※新型コロナ対策としてマスク 

研修時の機体について 機体はこちらで用意しますのでお

持ちいただく必要はございません。 

Phantom4 Pro、Mavic2 pro を使用

いたします。 

オンライン（動画配信またはリアルタイ

ム）座学研修に必要なものは何ですか？ 

（１）映像を見る事ができる PC や

携帯端末 

 ※オンライン（動画配信）座学

研修の際は、ビデオを視聴いただく

形なのでカメラやマイクは不要 

（２）受講用のテキスト（郵送し

ます） 
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（３）PC（写真解析実習用） 

推奨スペック：CPU Intel Core i7 以

降、メモリ 4GB以上、ストレージ 20GB以

上の空き、OS Windows7/8/10 

32bit/64bit Mac OS X Mountain Lion

（10.8）以降 

雨の場合はどうなりますか？ 延期または屋内での操縦訓練も織

り交ぜて実施いたします。事前にご

連絡いたします。 

座学研修はいつ受講できますか？ オンライン（動画配信）のためご

案内メールをお送りした後は、視聴

期限までいつでもどこでもご覧いた

だけます。 

※視聴期限は約 2 週間、24 時間視聴

可 

実技研修だけ受講できますか？ 実技研修を受講するためには最低

限のドローンや安全の知識が必要と

なるため、座学研修の受講とオンラ

インにて確認テストに合格された方

のみ実技研修を受講いただけます。 

同じ会社で受講希望者が複数名いますが

一緒に受講できますか？ 

可能です。定員がございますので

お早めにお申し込みください。 

座学を受講し終わったが、急用で実技研

修に参加できない場合はどうしたらよい

ですか？ 

今後、近隣で開催される実技研修

会にご参加ください。 

（座学の終了後は、どこで実技を受

けても構いません） 

PC は Macを使用してもよいですか？ 使用可能です。 

研修は見学できますか？ 可能です。 

※全日見学いただいても資格取得は

できません。 

研修で使っている SfMソフトは何でしょう

か？ 

Agifsoft の Metashape というソ

フトを使用しています（無料版） 

オルソ画像と単写真で入手できる情報に

どのような違いがありますか？ 

それぞれ、入手できる情報は下記

の通りです。オルソ画像：実施面積 

単写真で分かるものすべて＋面積 単

写真：施業の状況、苗木の本数や枯

損率 

受講後、よくある質問 

森林や山間部でドローンを飛行させる際

にはどのようなことに注意すればよいで

すか？ 

樹木に覆われている場合や谷地形

の場所では GNSS の受信状態が悪いこ

とから安定した飛行ができない状態

で離着陸を行う必要があるため、操

縦者には高い操縦技術が求められま

す。また、傾斜があることから真横

に飛行させるだけで斜面に追突し墜

落する恐れがあり、衝撃でバッテリ

ーから発火した場合には林野火災も



51 
 

引き起こされることから、十分な安

全管理を行うことが重要です。 

ドローンを飛行させるためには資格等は

必要ですか？ 

ドローンを飛行させるためには、

必ずしも資格は必要ありません。

す。 

資格取得について JUIDA の操縦技能証明を取得でき

ます（有料） 

※全日程参加の方に限ります 

オルソ画像を作成する際にはラップ率を

どの程度で設定すれば良いですか？ 

通常、平地であればラップ率は 60

から 80％とされており、撮影した単

写真からオルソ画像を作成すること

ができるが、森林のような起伏があ

り特徴点が少ないもの撮影する場合

はオルソ画像の作成に失敗する可能

性が高いことから 80～90％以上の高

いラップ率を推奨しています。 

ドローンを紛失した場合はどうすればい

いですか？ 

土地所有者に届け出て遺失物届を

提出してください。 

写真データはどのように保管すればいい

ですか？ 

NAS により独自に管理する方法もあ

りますが、森林クラウドサービスを

活用する方法もあります。 

 

・本取り組みについて 

研修の背景部分にあたる本取り組みについて記載した。記載内容は図 4.1-7 の通り。 

 

 
図 4.1-7 「本取り組みについて」のキャプチャ画像 
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・飛行する前に確認すること 

研修後にドローンを扱ううえで参考になるリンク集をカテゴリ別に記載した。記載内容

は図 4.1-8の通り。 

 

 
図 4.1-8 「飛行する前に」のキャプチャ画像 

 

・申込フォーム 

右下に常時表示されているアイコン図 4.1-9をクリックすると表示され、開催場所と開

催日時を選択し、申し込みすることができる。記載内容は図 4.1-10 の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-9 アイコン（右下） 
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図 4.1-10 申込みフォーム 
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4.2 研修受講者に対してサポート 

4.2.1 アンケート・ヒアリングの実施内容 

①アンケート（事前）の実施内容 

対象者：研修に参加した受講者 

目 的：受講者のスキルの把握 

実施方法：参加の申し込みは、アンケート集計ソフト Google form または参加申込書

（Excel）を提出する方法で受け付けていたため、申し込みをする際の記入事

項として、ドローンの操縦経験有無と所有機体の種類を設けた。詳細は

「2.1.1 全国研修（表 2.1-1）」を参照。 

 

②アンケート（研修後）の実施内容 

対象者：座学と実技の両方に参加した受講者 

目 的：実運用に向けての懸念事項や、サポートの必要性の有無と研修に対する受講者か

らの評価の把握 

実施方法：ブルーイノベーションがアンケート内容を検討・作成し、研修終了後の翌日に 

受講者に向けてメールにてアンケートへの回答を依頼した。回答方法はアンケ

ート集計ソフト Google formまたはアンケートシート（Excel）とした。回答期

限は基本 1週間以内とし、〆切 2日前にリマインドを実施した。 

 

③ヒアリングの実施内容 

対象者：座学と実技の両方に参加した受講者 

目 的：実運用に向けての懸念事項や、サポートの必要性の有無と研修後のドローン利用

状況の把握。 

実施方法：ブルーイノベーションがヒアリング内容を検討・作成し、研修終了から 2～3週

間後に受講者に向けてメールにてヒアリングシートへの回答を依頼した。回答

方法はアンケート集計ソフト Google formまたはアンケートシート（Excel）と

した。回答期限は基本 1週間以内とし、〆切 2日前にリマインドを実施した。  

 

4.2.2 サポートの実施内容 

対象者：座学のみまたは座学と実技の両方に参加した受講者 

 

実施方法： 

①オンライン座学の案内メールや、確認テストに質問やサポート依頼用のメールアドレ

ス・質問フォームを明記。希望者には個別に電話やメールでのコンタクトを取り、質

問内容に回答した。受講前に回答が必要な内容に関しては、研修前に回答した。 

②研修会場にて受講者に直接サポート依頼について聞き取り調査を行った。回答できる

内容に関しては、その場でまたは後日電話やメールなどで個別に回答した。 

③前述のアンケートやヒアリングの結果より、ブルーイノベーションへの質問やサポー

ト依頼の内容を抽出。個別に電話やメールでのコンタクトを取り、質問内容に回答し

た。 

④研修後の質問やサポート依頼も受け付けている旨はメール等で適宜周知 
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4.2.3 サポートを実施した結果 

比較的簡単に回答できる内容に関しては電話やメール等を利用して回答した。 

・機体に関するサポート 例：Phantom4 pro＋に DJI GSProをインストールしたい 

・飛行アプリに関するサポート 例：連続での自動飛行ができるかどうか知りたい 

・SfMソフトに関するサポート 例：Macbookを使用した場合の操作の違いについて 

・その他 例：研修内容の詳細について問い合わせ、他県のドローンを使用した林業に関

する資料を読みたいので紹介して欲しい 

 

一方、実証実験や実習などのサポートが必要となる質問に関しては個別研修へ誘導を行っ

た。個別研修実施県：千葉県、富山県、兵庫県（計 3県） 

※詳細は「３．林業事業体等の個別要望に応じた研修の実施」参照 

 

個別研修の開催には至らなかったものの、その他のサポートが必要となると考えられる要

望のあった主な内容を次に記載する。 

 

・単一林層での検査について 

・害獣対策ネットの延長確認の飛行計画プランの作成 

・材積や枯れ木の本数の計測 

・座標の精度の検証 

・私有林の施業地の進捗管理サポート 

・森林作業道の縦断・横断測量  

4.2.4 技術の普及に関する課題及び解決法  

 運用時の課題として、機材の使用方法やトラブル発生時に利用できるサポートセンターが

必要との意見があった。解決策として、引続きメールや、6 月より開設予定の HP の問い合わ

せフォームによる対応を実施することを周知する。運用当日のサポートなどは個別で電話対

応などを受け付ける。 

 林業事業体がドローン導入検討時の課題として、造林申請時のみの利用では高コストとい

う印象を持たれる傾向がある。解決策として、造林申請以外の作業でもドローンの利用用途

がある旨を周知し、各用途に関して新たなカリキュラムを作成し、教育・普及を図る。 

申請に関しては各県の規定が定まっていたいなめ、申請側が導入に踏み出せないという課

題がある。（例：機材やソフトの指定などがある場合を考え現段階で購入に至らない）解決

策として、県職員を対象とした個別研修を実施するなどして、県の規約の策定をブルーイノ

ベーションがサポートする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


